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び五酸化タンタル(Ta2O5)の病因物質 (ビリルビンと低密度リポタンパク質 (LDL)) に対する吸着特性を
評価し、その吸着機構の解明を試みている。 
 序章では、本研究の背景とその必要性などについて述べた。 












 以上のように、本研究は、チタニア (アナターゼ相) 微粒子はビリルビン吸着材として、またアルミ
ナ微粒子はLDL 吸着材として高脂血症治療に利用可能であること、およびその吸着機構等を明らかに
したものである。これらの成果は今後のアフェレシス医療における、セラミックス系吸着材の優位性を
明示し、同材料開発の指針を提供するものであり、材料科学的にも医工学的にも高く評価される。よっ
て、本論文は、博士（学術）の学位論文として価値あるものと認める。
